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  本市施設使用料金改定を承認

　平成 26 年４月からの消費税等の税率改定に伴い、そ
の課税対象となる体育施設や学校施設などの本市施設
使用料等について、円滑かつ適正な転嫁を図るため、
関連する５件の条例の一部改正について承認しました。

  人吉市健康で笑顔あふれる市民栄誉賞条例を制定

　スポーツ、文化、地域活動等において顕著な功績
があり、広く市民に敬愛され、夢と元気と笑顔を与
えた方に対して、「人吉市健康で笑顔あふれる市民栄
誉賞」を贈り、その功績を称えるため新たに条例を
制定するものです。全国大会などで優勝等の成績を

上げられた方や、地
域活動等において、
国から表彰や顕彰を
された方を対象とし
ています。

  人吉市予約型乗合タクシー運行補助金に
  430 万円を追加

　平成 25 年 9 月までの実績から、今後利用増が見込ま
れるため、補助金の増額を行うものです。月によって
変動はありますが、当初の見込みよりも月平均で増加
が続いていますので、その不足分を増額するものです。

  ウィンドウズ XP 登載端末機更新に 547 万 5 千円

　市庁舎内で使用されている情報系端末機のうち、
OS のウィンドウズ XP を搭載している端末機 40 台
分について、OS サポート期間が平成 26 年４月で終
了しますので、平成 25 年度中に更新を行うものです。

  学校施設改修工事費に 945 万 7 千円

　市内小学校の特別支援教室の設備、渡り廊下等の
段差解消、トイレ改修、階段へのリフト設置などの
改修工事や、大畑小学校の浄化槽汚水処理操作盤が
老朽化していますので、その改修工事等を行うため
の増額です。
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  川辺川総合土地改良事業組合決算を認定

　川辺川総合土地改良事業組合が、平成24年度をもっ
て解散されたことに伴い構成6市町村議会において決
算認定の議決が必要であり、歳入6,155万4,952円、歳出
5,786万2,711円、歳入歳出差引残額に関しては、構成6市
町村の負担割合に応じて帰属され、人吉市には既に平成
24年度に雑入として32万1,225円が入金されています。人
吉市監査委員からも説明を受け、慎重審査の結果、全員
異議なく認めることとしました。

  農林業振興への交付金、補助金等を承認

・中山間地域等直接支払事業交付金　　142万7千円
　�　新規に取り組まれる田野町地区、木地屋町駒返地区

２カ所及び下田代地区の面積増に対する増額分です。
・シカ、カラスの捕獲に対する報償費　　 420万円
　�　シカやカラスによる農林産物の被害が急増している

ことから、捕獲予定頭数をシカは1,000頭から1,500頭
へ、カラスは200羽から400羽へ増やしたことによる増
額分です。

  市道安全施設工事、災害復旧工事を承認

・人吉矢岳線安全施設工事　　　　　  294万4千円
・大畑旧国道第1号線災害復旧工事等　 862万6千円
・小さで川及び桑木津留川災害復旧工事　 990万円
・浪床地区水路災害復旧工事　　　　　　  90万円

  消費税等の税率改定に伴う条例改正を承認

　国民宿舎など各施設の課税対象となる使用料等につ
いて、円滑かつ適正な転嫁を図るため改正を行うもので
す。なお、平成 26 年 4 月1日から施行されます。

  下水道使用料を改定！平均10.85％アップ
　人吉市下水道事業運営審議会の答申に基づき、下
水道使用料を平均７. 75％改定し、併せて消費税等の
税率の改定に伴い、平成 26 年４月から平均 10. 85％
値上げされることになります。
　例えば、一般汚水の基本料金10立方メートルまで
の料金は、「1,554円」から「1,620円」となります。
また、超過料金についてもそれぞれの区分で改定さ
れます。
　また、浴場業汚水は、１立方メートルまでごとの
料金を「26.25円」から「32.4円」に改定されます。
　今回は、料金の値上げと消費税によるアップと重
なっているため、市民の皆様にはしっかりとした説
明責任を果たしていただくよう要望しております。

  地籍調査の成果に関する土地情報の図面等
の手数料を減額改定！
　一筆図、地籍図、集成図の手数料は、１枚1,000
円、図根点座標値、筆界点座標値の手数料は、1点当
たりの料金となっていました。
　今回の改正により、地籍調査の成果に関する土地
情報の図面・座標値等の交付にかかる手数料の額
は、すべて１枚当たり500円となります。

  水道料金も消費税相当分を値上げ！
　消費税等の税率の改定に伴い、課税対象となる料
金及び加入金について、円滑かつ適正な転嫁を図る
ために改正されます。なお、平成26年４月１日から
施行されます。

  老人福祉センター屋上に太陽光パネル設置
　現在、改修中の老人福祉センター屋上に太陽光発
電パネルが設置されます。再生可能エネルギー等導
入促進事業費補助金964万9千円が、県補助金として
交付されることから、設置されるものです。なお、
平成25年度内に完了が見込めないことから、589万8
千円を繰越しております。

厚生委員会報告 ●委員長　笹山　欣悟　●副委員長　高瀬　堅一
●委　員　松岡　隼人 ・ 川野　精一・ 三倉　美千子・森口　勝之

経済建設委員会報告 ●委員長　井上　光浩　　●副委員長　大塚　則男
●委　員　宮㟢　保・村口　隆・平田　清吉・西　信八郎

厚生委員会審査風景

落石対策工事等が行われる大塚桑木津留線
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日　　程：平成 25 年 11 月６日（水）～８日（金）
研 修 先：岩手県紫波町
研修目的：公共下水道事業について
研修内容
　紫波町における公共下水道事業については、下水
道事業への公営企業法適用についての経緯、メリッ
ト・デメリット、企業会計導入について説明いただ
き、意見交換を行いました。

（まとめ）
　紫波町での研修は、公営企業会計導入を平成27年
度に予定している本市にとっては、先進地のより良
い研修となりました。公営企業会計を導入すること
によるメリット・デメリットを理解することがで
き、市民に対してもきちんと説明責任を果たす必要
もあります。今後、公営企業会計導入についてさら
に知識を深めていく足掛かりの研修となりました。

研 修 先：岩手県奥州市
研修目的：�環境基本計画による環境問題への取り組

みについて
研修内容
　奥州市の環境基本計画による環境問題への取り組
みについては、環境基本計画の概要と進行管理、事
前に提出していた６項目の質問について説明いただ
き、さらに意見交換を行いました。

（まとめ）
　奥州市は、環境基本条例に環境市民会議という市
民団体を組織し、市民協働による環境基本計画を作
成し、環境問題に取り組んでいます。今後、本市にお
いても、環境基本計画を策定し、実践へと進んでいく
ことになります。その中に市民との協働、協調は不可
欠と思われますので、どのような形で取り組んでいく
のか検討する研修となりました。

厚生委員会行政視察報告

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・井上　光浩・笹山　欣悟・西　信八郎
　　　　　仲村　勝治・三倉　美千子・永山　芳宏

●委員長　田中　哲　　●副委員長　犬童　利夫
●委　員　宮﨑　保・村口　隆・大塚　則男・平田　清吉　
　　　　　豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之

日　　程：平成 25 年 10 月 21 日（月）〜 23 日（水）
研 修 先：山形県庄内町
研修目的：定住促進への取り組みについて
研修内容：庄内町では、人口減少抑制対策として、
若者夫婦世帯に対しての定住促進事業が、さまざま
に取り組まれていました。
　①若者定住家賃助成金事業②若者移住促進助成事
業③若者定住支援助成事業などで、子育て世代を対
象とした定住促進の事業です。また、住宅リフォー
ム祝金事業や、空き家の情報提供等もしておられま
す。
（まとめ）大きな２つの市に隣接している状況で、
「住む場所は我が町で」という危機感のあらわれ
が、複数の定住促進事業の取り組みをされているこ
とで感じ取れました。本市においても、今回の視察
を参考にし、それぞれある事業をセットにした定住
促進事業に取り組む必要性があります。

研 修 先：秋田県秋田市
研修目的：学力向上の取り組みについて
研修内容：秋田県は以前の全国学力テストでは全国
最下位と低迷していましたが、危機感からその後教
育に力を入れ、最近の学力テストでは連続して全国
１位になっておられます。その学力向上の取り組み
について研修しました。
　小中一貫した考えに立って、義務教育９年間を見
通した指導計画が大切とし、小中学校の先生が合同
で研修会を行ったりして連携体制を大切にされてい
ます。また、秋田市独自で実施されている基礎学力
調査は、中学２年生と小学５年生を対象に実施し、
分析結果をまとめた「授業改善のポイント」の冊子
を先生達に配付し、授業に活用しているとの説明で
した。
（まとめ）学力向上の取り組みについては、本市で
も「パワーアップ教室」、今年度から始まった「花
まる教室」等を実施していますので、本市の学力向
上の取り組み状況を、今後見守っていく必要性を感
じています。

総務文教委員会行政視察報告

経済建設委員会の行政視察については、平成 25 年 10 月に予定していましたが、台風 26 号の影響により
平成 26 年 1 月に延期しました。行政視察報告は次号に掲載します。
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市庁舎建設に関する特別委員会報告

治水・防災に関する特別委員会報告

●委員長　村上　恵一　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・井上　光浩・笹山　欣悟・西　信八郎
　　　　　仲村　勝治・三倉　美千子・永山　芳宏

●委員長　田中　哲　　●副委員長　犬童　利夫
●委　員　宮﨑　保・村口　隆・大塚　則男・平田　清吉　
　　　　　豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之

　第 7 回となる特別委員会を平成 25 年 12 月４日に
開催、市執行部等の動きについて説明を受け、その後、
２つの移転候補地の現状比較検討・評価を始めました。

  庁舎等移転建設審議会について

　平成 25 年 11 月 18 日に第１回庁舎等移転建設審議
会を開催、委員 15 名に委嘱状が交付され、会長に熊
本大学工学部の位

い き

寄和久教授、副会長に町内会長嘱
託員連合会長の田中照久氏が選任されました。
　諮問事項は、次のとおりです。
　１．庁舎等の建設位置に関すること
　２．庁舎等の規模及び機能に関すること
　３．�その他庁舎等の移転及び建設について必要と

認める事項に関すること
　委員から審議会委員の人選について、１機関内か
ら青年部と女性会の２つの団体が選考された理由、
公募等で一般市民を入れることはできなかったのか
などの質問がありました。その結果、審議会の中
で、例えば子育てのサークルの方などに意見を聞く
というような方法も検討したいという答弁を受けま
した。

　また、移転候補地案の市民への周知は、校区ごと
の説明会を計画しているとのことです。

  ���２つの市庁舎移転候補地の現状比較検討・評価
  について

　２つの移転候補地の現状比較検討・評価を始めま
した。方法は、平成 25 年６月４日に執行部案が提示
された８つの比較条件を使用し、その細目の説明を
受けて、委員それぞれで評価を行い委員会として最
終的な判断を行っていくという方法です。
　当日は、８つの条件中、「敷地条件」と「敷地の
法的条件」の比較検討を行ないました。今後は、３
月の定例会までに数回の委員会を開催し、残る比較
検討項目の「敷地周辺の状況」、「交通環境・交通
事情の状況」、「景
観形成」、「用地費
等」、「住民感情・
歴史」、「その他」
を検討していくこと
としました。

  川内川に関する視察研修を行う

　本特別委員会は第６回と第７回の委員会を開催し、
さらに川内川に関しての視察研修を行いました。
　川内川は平成 18 年７月に豪雨災害が発生していま
すが、当時の被害状況とその後の対策、川内川河川
整備計画の２項目について、その視察研修を平成 25
年 11 月 13 日に行いました。当日は、まず鹿児島県
姶良郡湧水町にあります栗野防災センターにおいて、
川内川河川事務所の方にお出でいただき、２項目に
ついて丁寧な説明を受け、活発な質疑応答を行いま
した。その後、隣接する防災倉庫や河川整備が終了
しました川内川と桶

おけより

寄川の合流部、内水排水機や水
門が整備されました向江排水機場、西境川水門等の
現地を視察しています。
　まとめとして委員から、球磨川の河川整備より進
んでいる。災害復旧、河川整備を行う上で地元に丁
寧に説明を行っているので参考にしてほしい。人吉
市の内水排水問題で排水機場の整備が遅れているの
で、排水機場の整備や大型の排水ポンプ車の設置等

を要望する意見が出ました。
　第７回の委員会は平成 25 年 12 月４日に開催し、
治水対策の早期実現をということで市が国土交通省
に提出していました要望書に対し、執行部からその
回答について概要説明を受けました。要望書の内容
は、ダムによらない治水対策に係る７項目と支流対
策３項目の要望、それに質問事項の２項目であり、
平成 25 年８月に国土交通省に提出していたもので
す。説明を受け委員から、「ダムによらない治水を検
討する場」の早期開催と、ダムによらない治水対策
についてスピード感を持って進めてほしいとの要望
がありました。また、本特別委員会としましても、
川内川の視察研修、
それに要望書に対す
る国土交通省の回答
を踏まえ、今後の委
員会活動に取り入れ
て行くことといたし
ました。
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市
営
住
宅
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

人
吉
市
子
ど
も
・
子
育
て

基
本
条
例
に
つ
い
て

ご
み
問
題
考
察
、
防
災
問
題 

大塚　則男

平田　清吉

田中　哲

問�　

市
営
住
宅
の
３
階
以
上
は
、
高
齢

者
の
住
居
と
し
て
み
た
場
合
、
安
心

安
全
・
快
適
な
住
環
境
と
し
て
捉
え

る
の
は
困
難
だ
。
福
祉
対
策
と
し
て

４
階
・
５
階
に
は
、
若
者
世
帯
が

入
居
し
や
す
い
入
居
要
項
に
は
で
き

な
い
か
。

答�　

市
営
住
宅
の
申
し
込
み
は
、
希
望

団
地
１
カ
所
だ
け
指
定
し
て
い
た
だ

き
、
部
屋
が
空
き
次
第
申
し
込
み
順

番
に
入
居
い
た
だ
い
て
い
る
。
申
し

込
み
の
中
に
は
、
高
齢
の
方
も
お
ら

れ
、
４
階
・
５
階
が
空
い
て
も
体
力

的
に
無
理
な
こ
と
か
ら
辞
退
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
。
体
力
の
あ
る
若
者

世
帯
を
４
階
・
５
階
へ
入
居
さ
せ
る

こ
と
は
一
つ
の
方
法
と
思
う
が
、
入

居
し
や
す
い
基
準
を
決
め
る
こ
と
は

公
平
性
な
ど
考
え
た
場
合
難
し
い
問

題
で
あ
る
。

問�　

本
条
例
案
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

に
至
っ
た
経
緯
は
。

答�　

昨
今
頻
発
し
て
い
る
児
童
虐
待
に

よ
る
死
亡
事
例
を
み
て
、
本
市
に
お

い
て
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
事
例
を

発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
早
急
に
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
の
思
い
か
ら
。

問�　

本
条
例
案
の
関
係
団
体
へ
の
説
明

場
所
と
参
加
者
数
に
つ
い
て
は
。

答�　

人
吉
市
要
保
護
児
童
対
策
及
び
Ｄ

Ｖ
対
策
協
議
会
の
代
表
者
会
で
24

名
、
同
協
議
会
の
実
務
者
会
で
25

名
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

各
校
区
例
会
で
99
名
、
町
内
会
長
嘱

託
員
連
合
会
の
支
部
会
議
の
例
会
で

92
名
、
定
例
教
育
委
員
会
の
５
名
、

市
内
校
長
会
の
９
名
、
小
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
幼
稚
園
等
へ
の
説
明
や
資
料

配
布
を
合
計
25
回
、
配
布
数
７
７
０

部
あ
っ
た
。

問　

県
発
表
の
一
人
一
日
ご
み
排
出
量

　

の
市
町
村
ワ
ー
ス
ト
２
位
に
つ
い
て

　

の
分
析
は
。
ご
み
排
出
量
か
ら
人
吉

　

の
経
済
の
元
気
は
見
え
な
い
か
。　

答�　

人
吉
の
特
性
と
し
て
事
業
所
の
一
人

一
日
ご
み
排
出
量
も
多
い
。
観
光
関
係

は
宿
泊
者
数
は
微
減
、
日
帰
客
は
増

え
て
い
る
が
、
入
湯
税
は
増
え
て
い
な

い
の
で
事
業
所
系
ご
み
の
増
大
が
即

人
吉
経
済
の
元
気
と
は
言
え
な
い
。

問　

人
吉
が
想
定
す
る
大
規
模
災
害
は
。

答�　

風
水
害
と
地
震
災
害
の
２
種
類
を

想
定
し
、
地
震
に
つ
い
て
は
震
度
５
以

上
を
四
つ
想
定
。
最
大
は
人
吉
盆
地

南
縁
断
層
に
よ
る
も
の
で
震
度
７
を

想
定
。
人
吉
球
磨
地
区
で
全
壊
家
屋

が
４
３
０
０
件
、
半
壊
が
１
万
１
０
０

件
規
模
を
想
定
し
て
い
る
。　

※
本
格
的
防
災
倉
庫
や
備
蓄
倉
庫
、
大

型
排
水
ポ
ン
プ
車
の
整
備
も
要
求
し
ま

し
た
。

一　般　質　問

故 

川
上
哲
治
氏
顕
彰

事
業
に
つ
い
て

村口　隆

問�　

今
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
「
川

上
哲
治
氏
記
念
展
」
の
概
要
は
。

答�　

故
人
の
栄
誉
を
故
郷
に
お
い
て
高

め
、
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
顕
彰
事
業
と
し
て
開
催
す

る
。
九
日
町
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ス
ポ
ー

ツ
の
２
階
を
オ
ー
ナ
ー
ご
厚
意
に
よ

り
無
償
で
貸
し
て
い
た
だ
き
、
平
成

26
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
末
日
ま
で

の
限
定
で
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ど
の
貴

重
な
品
々
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
映
像

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

川
上
哲
治
氏
記
念
館
の
設
立
は
。

答�　

川
上
哲
治
氏
の
功
績
と
栄
誉
を
広

く
後
世
に
伝
え
る
の
は
、
本
市
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
様
々
な
顕
彰
事
業
に
取
り
組

み
、
様
々
な
調
査
や
比
較
を
し
て
検

討
し
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
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人
吉
市
子
ど
も
・
子
育
て

基
本
条
例
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る

フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

人
吉
総
合
病
院

バ
ス
停
移
設
に
つ
い
て

住
警
器
と
農
免
道
路

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て

松岡　隼人

笹山　欣悟

宮㟢　保

犬童　利夫

問�　

今
議
会
で
提
案
さ
れ
て
い
る
人
吉

市
子
ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
に
関

し
て
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
に
関
す

る
項
目
、
子
ど
も
子
育
て
に
関
す
る

基
本
理
念
や
行
動
指
針
、
連
携
体

制
の
充
実
、
い
じ
め
、
虐
待
防
止
に

関
す
る
項
目
等
様
々
な
内
容
が
盛
り

込
ん
で
あ
る
。
子
ど
も
子
育
て
会
議

の
設
置
に
関
す
る
条
例
は
早
急
に
制

定
し
、
そ
の
他
の
項
目
に
関
し
て
は

も
っ
と
慎
重
に
時
間
を
か
け
て
議
論

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、 
保
護

者
か
ら
も
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
の
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答�　

本
市
の
子
ど
も
子
育
て
の
課
題
を

解
決
す
る
べ
く
５
項
目
を
盛
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
制
定
し
た
い
。

※
人
吉
市
花
ま
る
教
室
事
業
に
関
し
て

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
質
し
ま
し

た
。

問�　

フ
ッ
化
物
洗
口
は
、
教
育
ま
た
は

医
療
行
為
の
ど
ち
ら
と
捉
え
る
か
。

答�　

健
康
教
育
の
一
つ
と
し
て
「
歯
・

口
の
健
康
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
と

し
て
考
え
て
い
る
。

問　

実
施
主
体
は
ど
こ
か
。

答�　

市
民
の
健
康
増
進
を
進
め
て
い
く

と
い
う
立
場
か
ら
は
「
市
」
で
あ

り
、
そ
の
方
針
に
基
づ
く
政
策
を
義

務
教
育
の
現
場
に
繋
げ
て
い
く
と
い

う
立
場
か
ら
は
「
教
育
委
員
会
」
で

あ
る
。

問�　

事
故
が
起
き
た
時
の
責
任
の
所
在

は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

答�　

市
、
教
育
委
員
会
の
両
方
で
誠
心

誠
意
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
必
要
に

応
じ
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
関
係

者
と
の
情
報
共
有
も
図
り
な
が
ら
、

事
故
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問�　

現
在
の
バ
ス
停
を
、
人
吉
総
合
病

院
玄
関
前
へ
移
設
で
き
な
い
か
。

答�　

現
在
の
バ
ス
停
は
、
病
院
の
建
替

え
に
伴
い
一
時
的
に
移
設
し
た
も

の
。
本
来
、
建
替
え
工
事
終
了
に
伴

い
、
以
前
の
場
所
へ
戻
す
こ
と
に
な

る
が
安
全
面
を
考
慮
し
決
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

�　

病
院
側
か
ら
産
交
バ
ス
に
対
し
、

玄
関
前
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
の
要
望

が
あ
り
、
病
院
、
産
交
バ
ス
、
市
と

三
者
で
協
議
を
始
め
た
。

　
�　

病
院
玄
関
前
駐
車
場
は
、
平
成
25

年
11
月
下
旬
に
供
用
開
始
し
、
ロ
ー

タ
リ
ー
形
状
で
、
バ
ス
の
通
行
や
停

車
も
十
分
可
能
な
設
計
で
あ
る
。

　

�　

バ
ス
停
の
変
更
や
路
線
な
ど
の
変

更
事
務
手
続
き
に
は
一
定
の
期
間
を

必
要
と
す
る
が
、
４
月
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問�　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、

高
齢
者
世
帯
や
市
営
住
宅
の
設
置
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答�　

高
齢
者
世
帯
は
、
平
成
21
年
度
補

助
事
業
で
、
設
置
希
望
の
世
帯
に
設

置
し
た
。
市
営
住
宅
に
は
、
平
成
18

年
か
ら
3
年
間
で
25
団
地
に
設
置
し

た
。
人
吉
下
球
磨
の
設
置
率
は
推
計

で
84
％
。
今
後
、
功
を
奏
し
た
事
例

の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
住
警
器

の
更
な
る
普
及
に
努
め
る
。

問�　

通
称
農
免
道
路
の
都
市
計
画
事
業

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答�　

今
後
は
用
地
買
収
、
建
物
補
償

を
、
平
成
29
年
度
中
に
完
了
し
て
工

事
に
着
手
し
、
平
成
30
年
度
に
は
工

事
を
完
工
し
た
い
。
住
民
説
明
会
は

工
事
着
手
前
に
予
定
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
環
状
交
差
点
（
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
）
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

一　般　質　問
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一　般　質　問

敬
老
祝
賀
の

あ
り
方
に
つ
い
て

下
林
地
区
商
業
複
合
施
設

建
設
計
画
に
関
し
て

森
林
組
合
に
お
け
る

合
併
問
題
に
つ
い
て

10
年
間
の
結
果
、

色
覚
検
査
は
必
要
で
は

村上　恵一

川野　精一

西　信八郎

仲村　勝治

問�　

条
例
に
お
い
て
敬
老
祝
金
の
基
準

日
が
９
月
１
日
に
な
っ
て
お
り
、

八
十
八
歳
に
な
っ
て
い
て
も
、
同
じ

年
度
内
な
の
に
基
準
日
ま
で
に
亡
く

な
ら
れ
た
場
合
、
支
給
さ
れ
な
い
と

い
う
不
公
平
な
状
態
を
生
み
出
し
て

い
る
。
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

答�　

確
か
に
そ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
る

と
思
う
。
不
公
平
感
の
解
消
を
図
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
、
今
後
慎
重
に

検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問�　

八
十
八
歳
に
は
２
万
円
の
祝
金
、

百
歳
に
は
３
万
円
の
祝
品
だ
が
、
百

歳
の
金
額
を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

答�　

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
く
中

で
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
て
も
、
金

額
を
上
げ
る
状
況
に
は
な
い
。

※
平
成
25
年
度
、
起
債
の
償
還
終
了
の

も
の
も
あ
る
、
再
度
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

問�　

下
林
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
商

業
複
合
施
設
の
出
店
計
画
と
周
辺
の

農
地
や
交
通
に
関
し
て
の
協
議
は
。

答�　

開
発
業
者
か
ら
県
へ
の
開
発
許
可

申
請
が
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
出
店
計
画
は
不
明
。
交
通
に
関

し
て
は
市
と
開
発
業
者
間
で
進
入
路

な
ど
を
協
議
し
て
い
る
。
諸
問
題
に

つ
い
て
は
、
申
請
を
受
け
て
協
議
し

て
い
く
。

問�　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ

パ
レ
ス
の
取
り
付
け
道
と
の
連
結
は

あ
る
か
。

答�　

両
施
設
の
道
路
は
敷
地
内
道
路
で

市
道
で
は
な
い
。
利
用
者
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
連
結
は
難
し
い
。

問�　

下
林
北
願
成
寺
線
の
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
整
備
は
。

答�　

26
年
度
事
業
で
取
り
組
む
。
歩
道
整

備
は
28
年
度
完
了
で
計
画
し
て
い
る
。

問�　

森
林
組
合
の
合
併
に
お
け
る
利
点

と
合
併
後
の
新
組
合
に
対
す
る
市
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答�　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
事
業
区
域

の
拡
大
に
よ
る
安
定
し
た
組
合
事
業

の
確
保
、
作
業
班
の
充
実
や
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
、
小
規
模
な
森
林
造
成
事
業
か

ら
多
角
的
な
事
業
の
参
入
ま
で
の
幅

広
い
対
応
が
可
能
に
な
る
こ
と
な
ど

の
三
つ
の
体
制
・
基
盤
の
強
化
が
特

に
期
待
さ
れ
る
と
考
え
る
。
合
併
後

の
本
市
の
ス
タ
ン
ス
は
、
地
域
の
中

核
組
合
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ

る
た
め
組
合
が
広
域
化
す
る
こ
と
で

関
係
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。

※
そ
の
他
に
、
く
ま
も
と
製
材
、
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
運
動
、
ペ
ア
レ
ン
ト

メ
ン
タ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問�　

平
成
14
年
３
月
の
学
校
保
健
法
施

行
規
則
改
正
に
よ
り
、
小
学
校
４
年

生
で
実
施
し
て
い
た
色
覚
検
査
が
削

除
さ
れ
10
年
が
経
過
し
た
。
色
覚
異

常
の
児
童
生
徒
は
、
男
子
で
は
20
人

に
一
人
、
女
子
で
は
５
０
０
人
に
一

人
の
割
合
と
い
わ
れ
て
い
る
。
40
人

学
級
で
は
ク
ラ
ス
に
二
人
の
確
率
と

な
る
。
公
益
社
団
法
人
日
本
眼
科
医

会
学
校
保
健
部
の
実
態
調
査
で
は
、

４
９
８
の
事
例
を
内
容
に
よ
り
日
常

生
活
２
１
４
例
、
学
校
生
活
81
例
、

進
学
就
職
92
例
、
仕
事
36
例
、
そ
の

他
75
例
に
分
け
て
報
告
さ
れ
て
い

る
。
学
校
生
活
で
は
、
小
学
校
の
図

工
の
絵
を
描
く
授
業
で
ト
ラ
ブ
ル
が

多
い
と
あ
る
。
色
覚
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

色
覚
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。
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中
学
校
歴
史
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て

森口　勝之

問�　

内
閣
府
所
管
の
（
財
）
日
本
青
少

年
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国

の
高
校
生
約
３
４
０
万
人
の
う
ち
約

85
万
人
が
「
自
分
が
日
本
人
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
が
持
て
な
い
」
、
ま
た

約
46
万
人
が
「
国
歌
を
聴
く
と
、
反

発
・
反
感
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
て

い
る
。
こ
の
現
状
へ
の
認
識
は
い
か

が
か
。

答　

大
変
残
念
に
思
う
。

問�　

現
在
使
用
し
て
い
る
中
学
校
の
歴

史
教
科
書
は
、
未
だ
東
京
裁
判
史
観

（
自
虐
史
観
）
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、

縄
文
文
明
か
ら
続
く
日
本
の
歴
史
、

伝
統
、
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
子

ど
も
達
に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の

歴
史
教
育
に
対
す
る
認
識
は
い
か
が

か
。

答�　

我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
を

深
め
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
を
育
て

る
重
要
な
教
育
と
考
え
る
。

一　般　質　問

平成２５年１２月定例会の議案等の議決結果
番 　 　 号 件　　　　　　　　　　名 議決結果
議第　78号 平成２４年度人吉市水道事業特別会計決算の認定について 原案認定
議第　90号 平成２４年度人吉市歳入歳出決算認定について 原案認定
議第　91号 平成２５年度人吉市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
議第　92号 平成２５年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第　93号 平成２５年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第　94号 平成２５年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第　95号 平成２５年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議第　96号 人吉市行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第　97号 人吉市立学校施設の使用に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第　98号 人吉市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第　99号 人吉市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 100 号 人吉市体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 101 号 人吉市水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 102 号 人吉市田野活性化センター条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 103 号 人吉市農村公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 104 号 人吉市梢山温泉分湯に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 105 号 人吉市国民宿舎条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 106 号 市道占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 107 号 人吉市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 108 号 人吉市健康で笑顔あふれる市民栄誉賞条例の制定について 原案可決
議第 109 号 人吉市生活環境保全美化条例の制定について 継続審査
議第 110 号 人吉市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 111 号 人吉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 112 号 人吉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 113 号 人吉市子ども・子育て基本条例の制定について 原案可決
議第 113 号
修 正 動 議

人吉市子ども・子育て会議条例の制定について
（人吉市子ども・子育て基本条例の制定についての全部を修正） 否　　決

議第 114 号 人吉市予防接種事故災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 115 号 人吉市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 116 号 人吉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第 117 号 損害の賠償について 原案可決
議第 118 号 損害の賠償について 原案可決
議第 119 号 平成２４年度川辺川総合土地改良事業組合一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　                　名 議決結果
厚　　生 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情 不採択
経済建設 市道中神地内第８号線道路拡張についての陳情 撤　回
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【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
永
山
芳
宏

副
委
員
長
／
森
口
勝
之

委
　
　
員
／
村
口
　
隆
　
　
平
田
清
吉

　
　
　
　
　
松
岡
隼
人
　
　
村
上
恵
一

　
　
　
　
　
田
中
　
哲
　
　
三
倉
美
千
子

　

１
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
議
会
報
告

会
に
は
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
は
日
頃
か
ら
市
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
民
の
皆
様
の
幸
せ

向
上
の
た
め
に
日
々
行
動
し
て
お
り
ま
す

が
、
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
い
た
だ
き
ま
し
た
課
題
に
関

し
ま
し
て
は
、
解
決
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち

に
対
し
て
「
頑
張
れ
！
」
と
い
う
激
励
も

い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
目
線
で
市
民

の
皆
様
と
共
に
本
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責　

松
岡
隼
人
）

次
の
定
例
会
は
3
月（
予
定
）で
す
。

連
合
審
査
会
が
開
か
れ
る

　

こ
の
条
例
は
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、

学
校
・
施
設
等
関
係
者
及
び
事
業
者
の
役

割
並
び
に
市
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
子

ど
も
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
本

市
で
育
つ
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い

き
と
輝
き
、
み
ん
な
が
そ
れ
を
喜
び
合
え

る
人
吉
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
健
康
福

祉
部
所
管
、
教
育
部
所
管
の
事
項
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
委
員
会
・
総

務
文
教
委
員
会
連
合
審
査
会
を
開
催
し
、

議
案
の
説
明
と
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
推

進
体
制
、
子
ど
も
・
子
育
て
の
課
題
、
子

ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
の
制
定
、
条
例

の
主
な
内
容
、
条
例
制
定
後
の
支
援
事
業

の
展
開
の
５
項
目
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
か
ら
、
地
域
や
子
育
て

力
の
低
下
が
課
題
と
あ
る
が
、
保
護
者
や

地
域
に
失
礼
で
あ
る
。
環
境
の
変
化
へ
の

対
応
と
修
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
一
番
心

配
し
て
い
る
の
は
子
ど
も
の
権
利
を
利
用

し
な
が
ら
特
定
の
思
想
、
信
条
を
も
っ
た

人
に
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
が

あ
る
。
市
長
は
無
制
限
で
は
な
い
と
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
を
担
保
で
き
な
い
の
か

等
々
の
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
は
一
定
の
答
弁
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

※
連
合
審
査
会
と
は
、
議
案
の
内
容
が
他

の
委
員
会
の
所
管
事
項
に
関
連
す
る
場
合

に
、
必
要
に
よ
り
他
の
委
員
会
と
合
同
で

審
査
す
る
た
め
に
開
く
委
員
会
で
す
。
審

査
の
た
め
説
明
、
質
疑
の
み
を
行
い
、
採

決
は
行
い
ま
せ
ん
。

厚
生
委
員
会
に
お
い
て

　

連
合
審
査
会
後
の
厚
生
委
員
会
に
お
け

る
審
査
で
は
、
子
育
て
力
の
解
釈
に
つ
い

て
執
行
部
の
認
識
は
と
の
質
疑
に
、
全
国

的
な
共
通
認
識
の
中
で
、
人
吉
市
に
お
い

て
は
「
子
ど
も
を
地
域
の
宝
と
し
て
大
切

に
育
て
」と
つ
な
が
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

連
合
審
査
会
で
は
説
明
不
足
で
理
解
い
た

だ
け
な
か
っ
た
。
子
ど
も
の
権
利
、
意
見

表
明
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
制
約
の
も
と

で
今
後
運
用
し
て
い
く
よ
う
規
則
の
中
に

盛
り
込
ん
で
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
、
当
事
者
間
の

議
論
が
必
要
な
の
で
条
例
は
継
続
す
べ
き

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
、
議
案
の
採
決
に
つ
い
て
は
、

採
決
前
に
１
人
の
委
員
の
退
席
が
あ
り
、

委
員
長
を
除
く
4
人
の
委
員
の
賛
成
に
よ

り
認
め
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
い
て

　
反
対
討
論
、
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
る

　

こ
の
条
例
案
に
対
す
る
反
対
討
論
、
賛

成
討
論
の
要
求
が
あ
り
、
本
会
議
場
で
そ

れ
ぞ
れ
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　�

修
正
動
議
に
よ
る
条
例
修
正
案
が
提
出

さ
れ
る

　

定
例
会
最
終
日
に
修
正
動
議
に
よ
る
条

例
の
修
正
案
が
議
員
2
名
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
の
全
部
を
修
正
し
、「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
と

す
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
議
案

趣
旨
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
修
正
動
議
の
条
例
案
は
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
条
例
原
案
の
採
決
が
行
わ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議第 113 号　人吉市子ども・子育て基本条例 可決！
　
本
条
例
案
に
お
い
て
は
、
議
会
内
で

賛
否
が
分
か
れ
、
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
可
決
ま
で
の
審
査
・
審

議
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


